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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第133期

第１四半期連結
累計期間

第134期
第１四半期連結
累計期間

第133期

会計期間

　
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

　

　
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

　

　
自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

　

売上高（千円） 6,500,664 6,634,882 26,350,730

経常利益（千円） 145,151 46,494 217,149

四半期（当期）純利益（千円） 144,014 104,879 63,612

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
243,119 354,166 △32,421

純資産額（千円） 15,959,293 15,841,317 15,585,451

総資産額（千円） 25,926,070 27,822,052 27,629,706

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
7.33 5.33 3.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 61.6 56.9 56.4

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。
 
(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要やエコカー補助金を背景に緩やかな

回復基調となりましたものの、歴史的な円高の長期化や海外経済の低迷など景気回復を鈍らせる要因も顕在化して

おります。世界経済においても、欧州財政金融不安の世界的波及、高い成長率を維持してきた中国など新興国経済が

伸び悩んだことにより世界経済全体に減速感が広がり、先行きは不透明な状況のまま推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）では、国内においては４月に加須工場（埼玉県加

須市）が竣工し、生産を開始しました。また、臨時的に賃借していた田村工場（福島県田村市）を契約どおりに返却

しました。海外においては、５月に安吉藤倉橡膠有限公司（中国浙江省）を竣工しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は66億３千４百万円（前年同四半期比2.1％増）、営業利益は

４千３百万円（前年同四半期比68.0％減）、経常利益は４千６百万円（前年同四半期比68.0％減）、四半期純利益

は１億４百万円（前年同四半期比27.2％減）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①産業用資材

主力の工業用品部門は、海外市場での受注が好調でありましたものの、国内の工場移設に伴う設備等の費用

がかさんだため増収減益となりました。制御機器部門は、半導体等が市況の影響を受けたため減収となったも

のの、生産効率の向上により増益となりました。電気材料部門は、電子関連製品が減収となったものの、電力・

情報通信関係の好調により収益を押し上げたため減収増益となりました。

この結果、売上高は38億７千１百万円（前年同四半期比4.4％増）、営業損失は１千８百万円（前年同四半期

は営業利益１億４百万円）となりました。

②引布加工品

引布部門は、自動車関係の受注が好調だったため増収となりましたが、売上原価の増加によりほぼ変わらな

い損益となりました。印刷機材部門は、拡販及び工場経費の削減等を進めたことにより増収増益となりました。

加工品部門は、舶用品の価格競争が激化し単価が下落したため減収となりましたが、前年に比べほぼ変わらな

い損益となりました。

この結果、売上高は11億８千４百万円（前年同四半期比1.9％増）、営業利益は１千１百万円（前年同四半期

は営業損失３千３百万円）となりました。

③スポーツ用品

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、米国での販売の不調及び国内販売の買い替え需要の低迷により、前年に

比べ減収減益となりました。アウトドア用品部門は、前年と同様に登山ブーム及び円高の影響を受け好調を維

持しているものの、前年に数量限定で発売した靴の売上がなくなったため減収減益となりました。

この結果、売上高は14億２千９百万円（前年同四半期比3.4％減）、営業利益は１億４千万円（前年同四半期

比18.6％減）となりました。

④その他

物流部門は、売上はほぼ変わらなかったものの、燃料費の高騰により減益となりました。

この結果、売上高は１億４千９百万円（前年同四半期比増減なし）、営業利益は１千８百万円（前年同四半

期比23.8％減）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更、及び新たに発生した事

業上及び財務上の対処すべき課題はありません。
 
(3）研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億６千２百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
 
(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境の中で、経営成績に重要な影響を与える要因は、原材料の高騰、為替動向、販売価

格の下落、急速な技術革新に対する対応、環境への配慮であります。

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、購買及び生産体制の効率化によるコストダウン、為替

管理の強化や生産・販売体制の見直し、技術開発への積極的な投資、環境負荷物質を使用しない製品の開発と供給

を進めております。

　また、原材料価格・為替の動向を注視しながら真のグローバル企業を目指し、引き続き世界的規模での企業活動を

続け、当社グループの企業価値を高めてまいります。
　
(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。
　
(6）経営者の問題認識と今後の方針について

　経営者の問題認識と今後の方針につきましては、（4）に記載のとおりであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,446,209 23,446,209
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 23,446,209 23,446,209 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
― 23,446,209 ― 3,804,298 ― 3,207,390

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  3,786,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 19,642,200 196,422 ―

単元未満株式 普通株式     18,009 ―
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 23,446,209 ― ―

総株主の議決権 ― 196,422 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数30個が含まれております。

　　　２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式74株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤倉ゴム工業

株式会社

東京都江東区有明

三丁目５番７号

ＴＯＣ有明

3,786,000 　― 3,786,000 16.15

計 ― 3,786,000 　― 3,786,000 16.15

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,724,864 3,330,139

受取手形及び売掛金 6,656,075 6,848,101

有価証券 1,200,459 1,200,216

商品及び製品 1,745,095 1,761,859

仕掛品 2,213,278 2,277,279

原材料及び貯蔵品 550,879 618,175

その他 1,248,340 1,126,862

貸倒引当金 △19,620 △21,804

流動資産合計 17,319,372 17,140,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,944,513 2,981,552

機械装置及び運搬具（純額） 1,888,157 2,200,266

土地 3,167,780 3,169,593

建設仮勘定 1,478,023 434,746

その他（純額） 268,959 292,746

有形固定資産合計 8,747,434 9,078,905

無形固定資産 176,922 182,791

投資その他の資産

投資その他の資産 1,400,961 1,432,390

貸倒引当金 △14,984 △12,864

投資その他の資産合計 1,385,976 1,419,526

固定資産合計 10,310,333 10,681,222

資産合計 27,629,706 27,822,052
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,343,881 2,578,603

短期借入金 4,052,392 4,225,556

未払法人税等 146,063 85,959

賞与引当金 287,143 95,563

その他 1,942,545 1,904,062

流動負債合計 8,772,026 8,889,744

固定負債

長期借入金 2,400,000 2,175,000

退職給付引当金 649,749 687,448

環境対策引当金 42,467 42,467

資産除去債務 20,800 20,800

その他 159,211 165,274

固定負債合計 3,272,228 3,090,990

負債合計 12,044,255 11,980,734

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,230,719 3,230,719

利益剰余金 10,303,876 10,310,455

自己株式 △1,556,395 △1,556,395

株主資本合計 15,782,499 15,789,078

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 92,493 47,492

繰延ヘッジ損益 379 －

為替換算調整勘定 △289,920 4,746

その他の包括利益累計額合計 △197,047 52,238

純資産合計 15,585,451 15,841,317

負債純資産合計 27,629,706 27,822,052
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 6,500,664 6,634,882

売上原価 5,213,420 5,433,299

売上総利益 1,287,244 1,201,582

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 115,255 96,219

給料及び手当 419,019 421,681

賞与引当金繰入額 27,734 26,448

退職給付費用 33,617 27,773

減価償却費 22,760 23,365

研究開発費 96,876 95,423

その他 436,021 467,119

販売費及び一般管理費合計 1,151,285 1,158,030

営業利益 135,959 43,552

営業外収益

受取利息 1,910 7,270

受取配当金 32,353 29,082

受取賃貸料 14,464 6,188

その他 19,018 25,348

営業外収益合計 67,746 67,889

営業外費用

支払利息 9,267 11,243

賃貸収入原価 7,785 1,740

為替差損 31,885 20,001

その他 9,616 31,962

営業外費用合計 58,554 64,947

経常利益 145,151 46,494

特別利益

固定資産売却益 428,145 －

受取補償金 － 105,901

特別利益合計 428,145 105,901

特別損失

投資有価証券評価損 － 30,274

固定資産除却損 9,416 －

災害による損失 243,489 －

特別損失合計 252,905 30,274

税金等調整前四半期純利益 320,390 122,121

法人税、住民税及び事業税 97,081 60,067

法人税等調整額 79,295 △42,825

法人税等合計 176,376 17,241

少数株主損益調整前四半期純利益 144,014 104,879

四半期純利益 144,014 104,879
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 144,014 104,879

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △40,250 △45,000

繰延ヘッジ損益 － △379

為替換算調整勘定 139,355 294,666

その他の包括利益合計 99,105 249,286

四半期包括利益 243,119 354,166

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 243,119 354,166
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【会計方針の変更】

　　　（減価償却方法の変更）

　　　　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　　　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ6,858千円増加しております。　　　　　

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　 輸出為替手形割引残高
　
　                                                                                          （単位：千円）

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

輸出為替手形割引残高 386 2,297

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。　　　　　　　　　　　

                                                                                    　　　（単位：千円）

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 　　　　　　　　　　340,482　 　　　　　　　　　　264,061　

のれんの償却額 　　　　　　　　　　－　 　　　　　　　　　　　1,096　

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 98,300 5  平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 98,300 5  平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計

　
　

調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２産業用資材

引布
加工品

スポーツ
用品

その他  

売上高        

外部顧客への売上高 3,709,2191,162,2801,480,074149,0896,500,664― 6,500,664
セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― 45,17345,173△45,173 ―

計 3,709,2191,162,2801,480,074194,2636,545,838△45,1736,500,664

セグメント利益

又は損失（△）
104,730△33,704173,23524,070268,332△132,373135,959

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去197千円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△132,571千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に

かかる費用であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計

　
　

調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２産業用資材

引布
加工品

スポーツ
用品

その他  

売上高        

外部顧客への売上高 3,871,1781,184,6361,429,967149,0986,634,882― 6,634,882
セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― 35,16135,161△35,161 ―

計 3,871,1781,184,6361,429,967184,2606,670,044△35,1616,634,882

セグメント利益

又は損失（△）
△18,08011,911140,98918,331153,152△109,60043,552

（注）１ セグメント利益又は損失の調整額には、セグメント間取引消去106千円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△109,706千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に

かかる費用であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

  　１株当たり四半期純利益金額 7円33銭 5円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 144,014 104,879

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 144,014 104,879

普通株式の期中平均株式数（株） 19,660,135 19,660,135

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２４年８月１０日

藤倉ゴム工業株式会社

 　取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野　口　　和　弘　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　原　　　学　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉ゴム工業株

式会社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２４年４

月１日から平成２４年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉ゴム工業株式会社及び連結子会社の平成２４年６月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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